
 

 

 

 

１．研究課題名： 

震災に伴う人工資本・自然資本ストックの損失と 

対策の評価 

 

２．研究代表者氏名及び所属： 

田畑 智博（神戸大学大学院人間発達環境学研究科） 

 

３．研究実施期間：平成 26～28年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

震災等に伴い変則的に発生する災害廃棄物の適切な管理は、循環型社会づくりに向けて

避けられないものであり、如何に災害廃棄物の処理システムを予め構築することで社会の

復元力を高められるかが重要である。災害廃棄物の主要な発生源は、地域に蓄積（ストッ

ク）されている人工資本（公共施設、設備等）や自然資本（土壌資源、森林資源等）であ

る。また、自然資本は、インフラ復旧時に、土、砂利等の形態として消費される（失われ

る）性質も有している。自然資本の損失は資源制約や廃棄物問題の観点からも望ましくな

い。人工資本の迅速な復旧だけでなく自然資本の損失を最小限に食い止めるためにも、災

害廃棄物の環境的・経済的に合理的な処理・リサイクル体制の検討が重要である。 

そこで本研究課題では、今後発生が予測される南海トラフ巨大地震における被害想定地

域（名古屋市、伊勢志摩地域等）を事例として、人工資本・自然資本ストックの発生予測

と管理、災害廃棄物の処理・リサイクルのあり方を通じた具体的な災害廃棄物処理対策を

提案することを目指すものである。 

これにより、政府や地方公共団体の災害廃棄物処理対策について、事前の災害廃棄物発

生予測や処理・リサイクル体制の構築の面からの貢献が期待される。 

 

５．研究項目及び実施体制 

① 人工資本ロストストックに着目した災害廃棄物発生量の予測に関する研究 

（神戸大学、東京都市大学） 

② 災害廃棄物のリサイクル・適正処理システムの構築に関する研究 

（富山県立大学、神戸大学） 

③ 震災に伴う自然資本ロストストックの発生とその管理方法の提案に関する研究 

（神戸大学） 

④ 災害廃棄物対策に関わる人的ネットワークの分析に関する研究 

（北海道教育大学） 

 

 



 

 

６．研究のイメージ 
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一次・二次仮置場

<発生量の事前予測>
• 地域特性、地域の人工
資本ストックの未考慮

• 自然資本ストックの損失
を未考慮

<災害廃棄物のリサイクル>

• 復旧時の資材需要とリサイ
クル原材料の供給の時間的
ギャップの存在

仮置場
(埋立地等)

<自然資本ストックの損失>
• 土、砂利等の形態で消費

• 環境影響を無視した経済
復旧

<撤去、分別、リサイクル>

• 人的ネットワークを利用
した協働体制構築が
不十分

<災害廃棄物処理の構築体制>
• 自区内処理か?広域処理か?

• 大都市と地方都市とでの被
災地と処理・リサイクル工場
の空間的距離の違い

リサイクル

 

発生前の事前予測

発生後のハード面の対策

ケーススタディの実施・・・大都市(名古屋市等)、地方都市(伊勢志摩地域)

発生後のソフト面の対策

課題1 人工資本ロストストック発生量の事前予測

課題3 震災の発生に伴う自然資本
ロストストックの発生と管理方法の提案

森林資源の
量、価値の
下落トレンド

被害想定地域
レイヤー

(例)森林資源
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森林資源抑制効果

災害廃棄物の
リサイクル

仮想評価法等

土砂崩れ

津波火災

復興過程による
森林資源価値減少

(建設等)

震災に伴う自然資本の
損失量・価値の調査

課題2 災害廃棄物のリサイクル・適正処理
システムの構築に関する研究

課題4 災害廃棄物対策に関わる人的
ネットワークの分析に関する研究

自治体・政府への災害廃棄物処理に関する政策提案

一時保存発生

環境面・経済面の評価、都市規模
別での処理オプションの提案

焼却、リサイクル等
収集、輸送

撤去、
仮置

自区内 or 広域

Start End

災害廃棄物発生～処理終了までの時間軸を
意識した廃棄物処理システムの構築

社会関係資本
(ソーシャル・キャピタル)

社会的信頼

互酬性の
規範

人的ネット
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自助・共助・公助の視点から、地域
住民が果たす役割の分析

出典： 内閣府(2002)を加筆 社会関係資本を活用した、災害
廃棄物処理対策のあり方の提案

地域住民 復興のためのキープレイヤー

都市規模別ストック種類別で
マクロストック蓄積量を把握

地域特性(人口、経済規模等)、住居・ビルの数や
構造等を考慮して原単位法の整備

災害廃棄物の
発生量

トン

南海トラフの巨大地震モデル検討会
（第二次報告） 追加資料-内閣府より

地震、津波、火災による被害予測情報などを収集

被害状況別に把握

被害関数

都市規模別、居住形態別、延床面積別
での耐久消費財等の保有原単位の整備

耐久消費財等の重量データベースの整備

都市規模別でのミクロストック蓄積量を
把握

 


